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中期経営計画サマリー Summary

売上高 1,000億円、営業利益 150億円を目指すVERTEX Vision 2034 と合わせて第3次中期経営計画を策定

経営統合後の高利益体質の構築を終え、売上を拡大するとともに10年後を見据えた経営体制の構築に取り組む
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（億円）

売上高 1000 億円

営業利益 150 億円

ROE 20% 

2034年目標

◼ 売上・営業利益推移及び中長期目標

売上高

営業利益

営業利益率

第2次中計 (22/3~24/4) 第3次中計 (25/3~27/3)

◼ 製品の絞り込み

◼ 高利益率の安定化

◼ 次期の基盤事業の育成

◼ 基盤事業の収益拡大

◼ 育成事業の成長

◼ 長期的成長に向けた

事業PFの強化

◼ 第3次中期経営計画の戦略概要

◼ 第3次中期経営計画におけるキャッシュ・アロケーション

基
盤
事
業

コンクリート事業
(雨水浸水対策、下水道など)

第2次中計にて絞り込んだ製品群の販売強
化と付加価値化による成長と効率化

斜面防災事業
防災・減災や国土強靭化に伴う需要の獲
得による成長

育
成
事
業

コンクリート事業
(インフラメンテナンス)

労働人口不足を背景とするワンストップ
対応のニーズの獲得による成長

コンクリート事業
(鉄道)

鉄道事業者・ゼネコンとの協力による
顧客ニーズに合致した製品開発と拡販

油圧ホース
メンテナンス事業

関東圏で確立した事業モデルの
他地域への横展開

ストック+キャッシュインフロー キャッシュ・アロケーション戦略

24/3期末における現預金 139億円

M&A

手元資金 100億円

株主還元※ 65億円

3か年の営業CF累計 156億円

成長投資 60億円+α

更新投資 60億円

長期借入返済 10億円

※  配当性向30%、総還元性向50%以上

負債活用は成長投資やM&Aに活用予定
資本効率向上を意識

含M&A目標

500
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事業概要 Business Overview

暮らしを支える、様々なプレキャストコンクリート

の製造・販売を主な事業として展開

ホームドア対応スラブ摩耗、洗堀対策用高強度繊

維補強コンクリートパネル

耐震性防火水槽

プレキャスト製

剛性防護柵

落石・崩壊土砂対策

「ループフェンス」

組立式マンホール

「エスホール」

地下式雨水貯留槽

「M.V.P.システム」

大地震対応型ボックスカルバート

「SJ-BOX」

Copyright © 2024 Vertex Corporation All rights Reserved.
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ベルテクスのあゆみ History of VERTEX

様々な地域や分野でプレキャストコンクリート等を

扱っていた複数社が経営統合し2018年10月にベルテクスコーポレーションが誕生

1935年〜

1941年〜

1924年〜

1955年〜

ボックスカルバートの製造販売、

落石防護柵等の防災事業

組立マンホール (ユニホール)、

浸透管の製造販売等

東日本を中心に下水道管路、

宅造・道路・農業・鉄道など幅広く展開

関西・北陸を中心に幅広い用途のコンクリート二次製品の

製造販売及びコンクリートパイル (基礎杭事業)

2018年10月
2011年統合

2011年統合

2012年参画

３社合併を実施

製品の絞り込みや構造改革を通し

収益性を大きく改善

2014年

経営統合

2014年
（経営統合後）

2010年
（経営統合前）

15.3 %
0.1 %

収益率の単純合算比較

ゼニス羽田とホクコンが

経営統合

株式会社ベルテクス

コーポレーションへ
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ベルテクスの業績推移 Earnings Trends

経営統合後も経営基盤の整備と利益創出に向けた取り組み、

業界最高水準の収益性を確保しながら成長を継続。25/3期からは次なる成長期へ

日本ゼニスパイプ・

ハネックス経営統合

羽田コンクリート

工業が合流

ホクコン経営統合

ベルテクスコーポレーション

売上高

営業利益

営業利益率

（億円）

第1次中期経営計画

1年前倒しで営業利益の数値や営業利益率

の目標を達成

第3次中期経営計画

売上高   1000億円

営業利益 150億円

2034年目標

ROE 20%

20/3期〜 22/3期 第2次中期経営計画

製品の絞り込みにより高水準の利益率を安定化。

またコンクリート事業・斜面防災事業の次に

基盤となる事業の育成

22/3期〜 24/3期

3社合併により

ゼニス羽田HD誕生

含M&A目標
500
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事業説明①｜コンクリート事業 Project Description

プレキャストコンクリートの製造販売が売上高の70% / 営業利益の86%を占める主力事業領域

中でも下水道・浸水対策用製品を主力とし、当該領域では業界内でもトップ

◼ コンクリート事業

基
盤
事
業

◼ 下水道・浸水対策用製品

浸水・洪水などの自然災害への対策や水資源の有効活用を

目的とするプレキャストコンクリート

◼ 道路関連製品

新設道路や高速道路などの改修に使われる

プレキャストコンクリート

育
成
事
業

◼ インフラメンテナンス

長年の使用年数に及んだコンクリート構造物の補修・補強

◼ 鉄道関連製品

運行に支障なくスピーディーに工事を行うための

プレキャストコンクリート

◼ 防衛関連製品

シェルターなどの防衛関連製品

SJーBOX 雨水貯留槽

M.V.P.システム

FY24/3  売上高：257億円（70%） セグメント利益：49億円（86%）

頭首工補修 防火水槽メンテナンス

軌道下ボックスカルバート UFCホームドアスラブ

壁高欄 アーチカルバート
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事業説明②｜斜面防災事業・パイル事業・その他

斜面防災のための製品や建築の基礎工事に用いるコンクリートパイルの事業も展開

その他の領域としては油圧ホースメンテナンスやセラミックスの事業なども子会社群にて手掛ける

Project Description

◼ パイル事業

再
構
築
事
業

建築の基礎工事に用いられるコンクリートパイルの

製造販売および杭打ち工事

◼ 斜面防災事業

基
盤
事
業

落石、土砂崩れなどの災害が予想される

山岳道路や住宅地域に対して、性能検証実験を経て

自社開発した工法・製品を多くラインナップ

コンクリートパイル

MJネット ループフェンス

FY24/3  売上高：28億円（8%） セグメント利益：1億円（1%）

FY24/3  売上高：48億円（13%） セグメント利益：16億円（27%）

◼ その他 FY24/3  売上高：36億円（10%） セグメント利益：8億円（14%）

システム開発・販売油圧ホースメンテナンス

油圧関連部材の

企画・開発・販売事業

セラミックス製品の製造・販売

セラミックス事業

RFID・点検システムの販売

RFID事業 システム開発・販売事業
育
成
事
業



仕入先

設計コンサル

タント

発注者

官庁・デベロッパ

コンクリート事業の拠点

全国に拠点を持ち、現場状況に応じて

最適な工場で生産し、運搬が可能

設計内容納品

設計委託

技術的・

専門的サポート

製品PRや

技術提案

案件やニーズの情報を収集

発注

販売セメント等購入

運搬
施 工

開発・実験 製造・販売

全国14拠点

直接の製品の販売先はゼネコンだが、案件の初期段階から設計コンサルタントや発注者 (官庁・デベロッパ)

に対して提案・サポートを行い、自社製品を売り込むことができるモデル

ゼネコン

大学との連携等を通して

ユニークな自社製品を開発

製品PR

Business Models

Copyright © 2024 Vertex Corporation All rights Reserved. 9

ビジネスモデルの全体図
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ビジネスモデルの特徴 Business Model Features

社会課題対策として他社に先駆けて新製品を市場に投入し、先行メーカーとして実績を積み上げ

市場を開拓すると同時に当該分野でのブランドを確立し、売上を伸ばしていくモデル

1,581 

4,434 

8,414 

9,447 

11,006 

15,891 

11,097 

12,950 
12,232 

15,499 

19,884 

16,809 

19,637 

20,703 

18,728 19,002 

14,955 
15,604 

16,101 

14,245 

15,235 

2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

◼ SJ-BOX 施工延長推移（単年実績）

※地中に埋設され、水路や通信線などの収容に使われる箱型のコンクリート構造物

他社に先駆けて販売開始

（単位：m）

公共工事は毎年一定額が拠出される中、

実績を積み上げていくことで各地での採用率が徐々に向上

SJ-BOX ① 柔軟な構造の管路の構築が可能

② 水密性・可とう性に優れ、十分な耐震性を確保

③ 急速施工が可能な優れた施工性・経済性

継手部分にゴム輪を使った

ボックスカルバート※

震災期間に一段増
震災後需要が落ち着き

安定的
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事業環境①

58%

66%

35%

75%

40%

43%

16%

55%

67%

35%

21%

5%

30%

50%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

Business Environment

当業界において重要な公共事業関係費は過去10年にわたり安定的

社会資本の維持更新需要や近年の気象災害の増加等に因る防災・減災投資需要は継続

農業用用排水路※1

約5万km

基幹的農業水利施設

道路橋※2

約73万橋

橋梁 2m以上

下水道管きょ※2

総延長約47万km

港湾岸壁※2

約5,000施設

水深 -4.5m以深

防火水槽※3※4

約52万基

※1 農林水産省 農業水利施設におけるストックマネジメントの取組について

※2 国土交通省 インフラメンテナンス情報「社会資本の老朽化の現状と将来」

※3 総務省消防庁「消防力の整備指針及び消防水利の基準に関する検討会・ワーキンググループ合同会議」平成26年7月

※4 消防研究所「地下埋設の現場打ち鉄筋コンクリート製防火水槽の長期劣化に関する研究」2006年3月 より当社にて推定

2020年

30年

40年

2019年

29年

インフラの補修や公共工事は毎年一定額が拠出され安定

◼ 建設後50年を経過する既存インフラの割合

2020年

30年

40年

2020年

30年

40年

2020年

25年

35年

当社のビジネスモデルに沿って、実績の積み重ね製品の採用シェアを引き上げていくことが成長の上で重要
12

6.0 6.0 6.0 6.0 6.0 6.1 6.1 6.1 6.1 6.1 

0.4 0.6 

1.6 
1.0 0.8 

1.6 
0.8 0.7 0.8 0.9 

0.8 

0.9 

0.8 

1.7 

1.3 1.3 1.3 

0.0

5.0

10. 0

15. 0

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

◼ 公共事業関係費（政府全体）の推移

当初予算 補正予算 緊急対策 加速化対策

出所：国土交通省／「公共事業関係費（政府全体）の推移」

（兆円）
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プレキャストコンクリートとは Precast Concrete

プレキャストコンクリートは工場であらかじめ製造されたコンクリート製品であり、

作業効率において優れ、現場の人手不足の解決や人件費の高騰に対するソリューションとして期待

輸送路の制約がない

特殊な構造や大型構造にも

柔軟な対応が可能

作業効率でプレキャストに劣後

天候や作業者による品質のばらつき

工事現場で鉄筋を組み、

生コンクリートを打設する

現場打ち

今後プレキャストは現場の働き方改革、人手不足に対する解決策として期待される

工場であらかじめ鉄筋を組み

コンクリートを打ち込んだ製品

プレキャスト

現場における作業効率は

現場打ちの1/2~1/5※

工場から運搬する必要があるため

輸送路上の制約が発生

距離によっては運搬費で高コスト

※  国土交通省 コンクリート生産性向上検討協議会

メリット

デメリット



熟練工の不足や現場の働き方改革に伴い施工の効率化が求められる中で、

長期的にはプレキャストを選択するケースが今よりも高まっていくことが期待される

現場打ち工

プレキャスト工

現場打ち工

プレキャスト工

労働生産人口

の減少や施工の

効率化の必要性

現状は直接工事費の

観点から予算上は

経済性で優位という認定

現在は

現場打ち工の

比率が大きい
施工の効率化や工期短縮

品質の優位性の観点から

選ばれるケースが増える

今後

プレキャスト工

増加が予測される

プレキャスト工の増加

製品業界に追風の期待

地理的要因などの事業環境の違いもあるが

ヨーロッパでは日本よりも遥かにPCa比率が高い

デンマーク オランダ オーストリア ベルギー ドイツ チェコ 日本

49% 48% 33% 24% 24% 23 % 13%

◼ ヨーロッパのプレキャスト化比率

日本コンクリート工学会「プレキャストコンクリート製品の設計と利用研究委員会報告書」より引用

◼ 日本のセメント使用量における現場打ち・プレキャストの比率

現 在 中長期

Business Environment

13%

海外並みの使用比率になれば

市場は50%超の拡大余地

Copyright © 2024 Vertex Corporation All rights Reserved. 14

事業環境②



ベルテクスの強み Our Advantages

取得特許の数やNo.1ブランド製品の数などが示す技術力・開発力を軸に

営業や技術など全てのスタッフが組織的に連携を取ることで高い提案力・競争力を実現

※産業財産権の件数は、特許・実用新案・意匠の合計から当社算出。（商標は除く）

※ 2024年4月現在の件数

298
284

223

164

128

92 91

63
50 48

37

8

0

50

100

150

200

250

300

350

当社 B社 A社 D社 E社 I社 C社 F社 G社 J社 K社 H社

上場同業他社と

比較しても

高い特許取得数

◼ 産業財産権※の件数比較

◼ シェアNo.1ブランド製品

技術力・開発力

ベルテクスの強み

特許取得数
No.1ブランド

製品多数

取得特許数やシェアNo.1製品を多く輩出

298件

産業財産権

取得件数

No.1
業界シェア

製
品

部署の垣根を

超えた連携

次世代幹部層向け

経営塾の実施

動画を通した

パーパス浸透

継
続
的
な
人
的
資
本
の
投
資

高
い
提
案
力
・
競
争
力
を
実
現

Copyright © 2024 Vertex Corporation All rights Reserved. 15

No.1
業界シェア



技術力・開発力・営業力・組織力を掛け合わせ、業界内で最も高い水準の利益率を達成

Our Advantages

売上高（億円）

Copyright © 2024 Vertex Corporation All rights Reserved. 16

ベルテクスの強み

◼ 上場プレキャストコンクリート製品メーカーの業績比較｜バブルサイズ＝営業利益（億円）

A社

B社

C社

VERTEX, 57 

D社

E社

F社

G社

H社

I社

J社

K社

0%

2%

4%

6%

8%

10%

12%

14%

16%

18%

20%

0 200 400 600 800 1,000 1,200

営
業
利
益
率

当社は他社と比べ

営業利益率が高い

※  白色円の企業は主力製品分野が非競合

※  競合他社においては2024年中に終了する会計年度の実績または会社予想を使用
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VERTEX Purpose purpose

2024年に新たにパーパスを制定 判断軸を共有することで従業員各々が統一された

方向性を保ちつつも柔軟に対応出来る体制を目指し、更なる組織力の向上を図る

｢オンリーワンの技術」と「ユニークな発想」で、

世界の人々の未来に  安心の新しいカタチを提供します。

ベルテクスグループは、自然環境や社会の変化に向き合い、

新しい価値と安心を創り出してきました。

今後も成長し続ける企業として、困難なニーズに応え続ける、

オンリーワンの技術と誰も思いつかなかった、ユニークな発想で、

どこに住んでいても安心して暮らせる持続可能な社会の実現に貢献していきます。

これからも、世界の人々の未来に安心の新しいカタチを生み出すために、

私たちベルテクスグループは挑み続けます。
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VERTEX Vision 2034 VERTEX Vision

パーパスとともに、10年後目指す姿としてVERTEX Vision 2034を策定

2034年に売上高1,000億円、営業利益150億円を目指す

売上高

368億円

営業利益

57億円

2024年3月

ROE

11.5%

◼ 第1次中期経営計画（2020.3〜2021.3）

◼ 第2次中期経営計画
（2022.3〜2024.3）

◼ 第3次中期経営計画（2025.3〜2027.3）

① 事業ポートフォリオの強化

② サステナビリティ経営の推進

③ 人的資本、R&D、DX強化

売上高

1000億円

営業利益

150億円

2034年

ROE

20%

2021年3月

売上高 377億円

営業利益 52.9億円

営業利益率 14.0%

売上高

500億円

営業利益

65億円

2027年3月

ROE

14%

◼ 第4次〜第5次中期経営計画
（2028.3〜2033.3）

経営統合に伴う事業・経営基盤の基礎固め

持続的成長を確実にする

ための事業・経営基盤の強化

現在
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10年後に向けた課題の整理と対策

労働人口減少 インフラの老朽化

地球温暖化 災害の激甚化

10年後に向けて当社が対応しなくてはならない課題を整理するとともに、

その対策として「10年後のありたい姿」を定義

みらい工場

ワンストップ化

オンサイトプレキャスト

スマート斜面防災


